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Ｄ 国語科の北方領土学習

Ｄ-1 「国語総合」教育活動計画
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Ｄ-２ 平成２２年度「国語総合」の展開例 ～ 教諭 佐々木 伸 ～

１ 単元名 「小説を読む」

＊使用教材 『ばあちゃんのしべとろ』 北方四島交流北海道推進委員会発行

２ 単元観

本単元では、元島民である作者によって書かれた北方四島交流北海道推進委員会発行の『ば

あちゃんのしべとろ』を使用し、作者の思いや当時の島の様子などについて読み取り、「北方

領土」について理解を深めていくとともに、読み取ったことについて自らの考えを深め、文章

にまとめていくことが、学習の主な内容である。

学習指導要領との関連事項は、２―Ｃ―（ウ）「文章に描かれた人物、情景、心情などを表

現に即して読み味わうこと。」及び（エ）「様々な文章を読んで、ものの見方、感じ方、考え

方を広げたり深めたりすること。」である。

本当であれば、教科書に収録されている教材を使用して展開例を考えてみたかったのだが、

適当なものが見あたらなかった。しかし、「様々な文章を読んで」ということが謳われている

ので、上記教材が適当であろうと考え、これをもとに指導案を作成する。

国語科における「北方領土学習」の事例数は非常に少ないのだが、少しでも「北方領土」を

通じて生徒の考え方を深められるような学習にしたいと思う。

３ 生徒観

生徒はこれまで、小中学校においてさまざまな形で「北方領土」について学んできているの

で、基礎的な知識は備わってはいると思われる。

しかし、読み取ったことや得た知識を活用して考察・表現することについて、苦手意識を持

っており、自らの考えを文章化したり発表したりすることには、かなりの能力差があると思わ

れる。

４ 単元の目標

① 文章から読み取った内容から、当時の島の様子について考察する。

② 主人公の思いを表現に即して味読し、そこから読み取ったことを文章にまとめる。

５ 本時の計画 ＜次頁＞
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国 語 科 （ 国 語 総 合 ） 学 習 指 導 案

北 海 道 根 室 西 高 等 学 校

使 用 教 材 『 ば あ ち ゃ ん の し べ と ろ 』 （ 北 方 四 島 交 流 推 進 委 員 会 発 行 ）
指 導 計 画 ２ ／ ４

過 程 学 習 内 容 教 師 の 動 き 生 徒 の 動 き 指 導 上 の 留 意 点

導
入

５
分

・ 作 品 の 紹 介 。 ・ 取 り 上 げ た 作 品

の 作 者 が 北 方 領 土

の 元 島 民 で あ る こ

と に 触 れ る 。

展
開

４
０
分

目 標 ① に つ い て

・ 当 時 の 島 の 様 子

に つ い て 考 察 す

る 。
目 標 ② に つ い て

・ 主 人 公 の 思 い を

考 察 す る 。

（ あ ） 自 由 に 島 を

訪 問 で き な い 気 持

ち 。
（ い ） 当 時 の 島 の

様 子 を 回 想 す る 気

持 ち 。

（ う ） 最 後 の 一 文

（ 「 ば あ ち ゃ ん の

蘂 取 」 ） に つ い て 。

・ 前 時 で 完 成 さ せ

た ワ ー ク シ ー ト を

参 考 に す る よ う 指

示 。
・ 学 習 内 容 （ あ ）

～ （ う ） に つ い て 、

生 徒 に 発 問 す る 。

・ ワ ー ク シ ー ト を

参 考 に し な が ら 考

え る 。

・ 発 問 に つ い て 考

え る 。

・ 教 師 の ヒ ン ト を

も と に 考 え る よ う

促 す 。

・ 文 章 に 描 か れ た

情 景 、 心 情 な ど を

表 現 に 注 意 し て 読

考 え る よ う 促 す 。

ま
と

め

５
分

・ 本 時 の 確 認 。

・ 次 時 の 予 告 。

・ 本 時 の 目 標 に 触

れ な が ら 要 点 を 口

頭 で ま と め る 。 （ 発

問 も 含 め る ）

・ 説 明 を 聞 く 。 （ 発

問 に 答 え る ）
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― 出 典 ―

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/hrn/sousakuehon_bachan.htm


